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考えている。          ・






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論と実践展開一」『第13回スクールリー ダー・フォーラム 学校づくり実践を物語る 一大学・


















































資料5 平成25年度 研究授業づくり校内自主研修会の実施内容 (筆者作成)















































































































































































































































































































タイ トル 発行年月 日
1 平成25年度の学力向上推進プロジェクト 平成 25年6月25日
2 第1回公開授業週間(6/3～6/7)ふりかえり 平成 25年7月17日
3 第1回自主研修会(7/30)ふりかえり 平成 25年8月1日
4 小論文自主研修会(8/19)ふりかえり 平成 25年8月27日′
5 第2回自主研修会(8/30)ふりかえり 平成25年9月4日
6 「大阪国語教育アセンブリー 2013」参加手記 平成 25年9月19日
7 教育実習生の研究授業(9/19)ふりかえり 平成 25年9月20日
8 教科指導を通して育てたい生徒像 各教科目標 平成 25年10月11日
9 第3回自主研究会 (10/18)ふりかえり 平成 25年10月25日
10 吉水裕也教授の河合塾『Guideline ll月号』記事 平成 25年11月11日




















































































































































を目指す。      .
?????
生涯にわたつて芸術を愛する心情信条
を育てる
卒業後、展覧会や演奏会などに行つて、鑑賞活動を楽しむ
ことができるようになる。生活の‐部として取り入れるこ
とができるようになることを目指すg制作者や演奏家にな
る者はほんの一握りであるので、主に鑑賞家として芸術を
愛好できるように作品制作や演奏などを通じて指導してい
く。
?????
自分が感じたことや考えたことについ
て、英語で伝える力を身につける。
また、ある話題について人と英語で意
見交換ができるようになる。
1年次 :各レッスンで使用される表現や語句を用いて、簡単
な自己表現ができるようになる。英語を使つて自己発信で
きるよう、基礎・基本を徹底させる。英語が得意な生徒も
不得意な生徒も今よりも英語が好きになるようにする。
2年次 :各レッスンの内容について、自分の考えを表現でき
るようになる。1年次で学んだ基礎・基本を定着させ、更に
語彙力、文法 。構文力、読解力を養う。英語で更に豊かな
自己表現ができるようになり、発信しようとする。
3年次 :各レッスンの内容について、生徒同士で意見交換が
できるようになる`各自
の進路希望に応じて必要とされる
語彙力、文法 。構文力、読解力、要訳する力を身につける。
英語で人の意見を聞き、理解し、意見を伝えようとする。
?
?
人の一生を見通しながら自立して生活
する能力と、異なる世代と関わり共に
生きる力を育てる。
生活の課題を主体的に解決し、生活の向上を図る能力と実
践的な態度を身につける。家族 。家庭及び福祉、衣食住、
消費に関わる基礎的・基本的な知識 。技術を習得させる。
?
?
実習を通して、社会で必要な情報処理
能力を身に付けるとともに、情報通信
ネットワークを活用した意見の収集や
提案、問題の解決をすることができる
力を養う。
情報化が社会に及ぼす影響について理解し、正しい知識、
情報モラルを身につける。
15
